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　龍ケ崎の夏の風物詩！400年以上続く、高さ14ｍの妙技

　　国選択・茨城県指定無形民俗文化財　「撞舞（つくまい）」が開催（7/24）

１　日　時 　平成２８年７月２４日（日）夕刻（午後５時頃から：目安）

２　場　所

　名　称：龍ケ崎市根町「撞舞通り」

　所在地：龍ケ崎市３４２９番３地先

　連絡先：０２９７－６０－１５３６

３　主　催 　龍ケ崎市撞舞保存会

４　内　容

　400年以上前から受け継がれてきた、龍ケ崎市の伝統芸能である「撞舞（つく

まい）」が本年も開催されます。　

　「撞舞」とは、高さ１４メートルの柱に笛や太鼓の囃子に合わせて暗緑色の

たっつけ袴に蛙の面をかぶった「舞男（まいおとこ）」と呼ばれる演者が登り、

柱の上で逆立ちや弓を射ったりする伝統芸能です。

　もともと、「撞舞」には雨乞いや豊作祈願、疫病よけの意味があるといわれて

おり、「舞男」が放った矢を拾った人は１年間災厄を免れると言われています。

５　参加者

　（対象者）

　来場者　約１０，０００人（見込み）

　（平成２７年度実績値：１０，０００人）

６　資　料 　・国選択・茨城県指定無形民俗文化財「龍ケ崎の撞舞」　（別添参照）

７　担当課

　龍ケ崎市　市民生活部　商工観光課　観光物産グループ

　担当者：秋山・持丸

　連絡先：０２９７－６０－１５３６（直通）

　

―　人が元気　まちも元気　自慢したくなるふるさと　龍ケ崎　―


